青明舎　　フェイスシート

平成21年12月14日　担当：末政　絵美　　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　東山　昇　様　　　男・女　　　　昭和　30　年　1月　21日生（54歳）

	
	〒031-0003　住　所　八戸吹上2丁目22-54　3号　　　　　　　　電話0178-46-3938　　　　　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　なし　　

	
	発症時期
	　昭和60年3月頃（30歳時）
	罹 患 期 間
	約24年

	
	入院回数
	5回
	延べ入院年数
	　約　11年　8ヶ月

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　川端Dr）
	外来受診日
	火曜日（　1回/週　）

	医療区分
	　生活保護
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	0円
	　精神（　2級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金2級　　（月額　約6.6万円）

	
	その他
	生活保護　　　　　　（月額　約4万円)

	障害程度区分
	　なし
	負担上限月額
	-
	相談支援事業所
	地域生活支援センター青明舎

	日中活動の場
	デイケア（5回/週）

	住まいの場
	　アパート

	登録年月日
	H9年7月19日
	身長
	161cm
	体重
	64kg

	最終学歴
	八戸工業大学第一高等学校　卒業
	免許・資格
	なし

	職　歴
	昭和48年4月～昭和50年12月　東京都江東区大洋化学工場

平成元年3月～11月　　　　　　中央塗装（ペンキ屋）　

平成8年3月～6月20日　      畑中造園

平成13年頃～現在　　　　　　　清掃業
	

	保　護　者
	氏名　　梶間　正子　様　　　　　　　続柄　　　妹　　　（同居　・否）

	利用目的

・地域での生活をしながら、自分らしい生活をすることが出来るようになる。

	入院・治療歴

昭和60年3月15日頃～昭和60年5月10日　　　　入院　　  　　三沢聖心会病院

昭和60年5月10日頃～昭和61年5月20日　　　　入院　　　  　八戸汐入病院

昭和61年5月21日～平成元年7年31日　　　 　　入院　　　　　青南病院

平成3年10月31日～平成8年10月13日　　　　　入院　　　　　青南病院

平成8年10月13日～平成12年4月21日　　　　　通院　　　　　青南病院

平成12年4月21日～平成12年7月8日　　　　 　入院　　　　　青南病院

平成12年7月8日～現在　　　　　　　　　　　 　通院　　　　　青南病院

	生活歴

八戸市にて同胞4人の三男として出生。本人が小学校2・3年の頃両親が離婚する。その後父は再婚するが本人は継母と異母兄弟2人に苛められたという。八戸市立大館中学校卒業後、八戸工大一高へ進学。卒業後は上京して防虫剤等の化学反応現場（製造工程担当）に勤務するが2年で解雇される（理由は不明）。その後、アパートの家賃を滞納していた為に支払いの連絡が父親にあり、八戸に連れ戻される。八戸では仕事を転々とするが長く続かず、その後仕事には就かずに無為に過ごしていた。昭和60年（30歳）頃より、家族への金銭要求・暴力行為が出現し、湊病院へ入院（詳細不明）。以後、警察へ何度も保護される状態となり、昭和60年3月15日三沢聖心会病院受診し入院（～昭和60年5月10日）。昭和60年5月10日汐入病院へ転院（理由は不明）し、その後昭和61年5月20日青南病院へ転院（～平成元年7月31日）。退院後、通院中断により幻聴・妄想などの症状が再燃して、平成3年10月31日当院入院（～平成8年10月13日）。退院後、生活訓練施設「青山壮」を経て、アパートにて単身生活となり、仕事を行っていたが、平成11年11月対人関係にストレスを感じるようになり退職。退職後は活動する場もなく、服薬も不規則となっていた。生活リズムも乱れ、平成12年4月21日当院入院（～平成12年7月8日）。退院後はアパートへ戻り、外来通院・服薬・訪問看護ステーション五福の利用を継続。生活費が少なく生活保護を平成13年3月16日から平成13年12月1日まで受けていたが、工場（八缶）の就労が決まり、給料と年金の収入で生活していた。浪費傾向は改善せず、平成16年3月には、カード会社計6社から、約200万円の借金があることが判明し、青明舎スタッフとともに返済計画を立てる。しかし、イライラ感や焦燥感等を理由にパチンコに行ってお金を使い、返済を滞納したり、家賃も支払えないことが度々あり、平成17年1月、自己破産手続を行う。以後も年に2～3回はパチンコで浪費して生活できないと訴え、その都度、生活費の見直しや管理方法ｔについて助言・指導を行っていた。平成20年12月、再びパチンコで浪費したことから、不安・抑うつ・気分の落ち込み・焦燥感等を訴え、仕事も休むようになり、主治医からの強い勧めもあり、仕事を退職。以後、生活保護と年金で生活している。

	家族構成


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

以前は兄が保護者であったが、兄が亡くなってからは妹が保護者となっている。本人から妹に電話を掛けている。その他の兄弟とは連絡のやり取りや交流は一切無い。


平成　21年　12月　14日　（月）

	氏　名
	東山　昇　様
	男・女
	生年月日
	　昭和30年　　1月　　21日　（52歳）


	長期目標（中期・短期）

	・安定した生活ができるようになる

・失敗を繰り返さないように、自分自身で生活を管理する




	これまでの経過

	・平成19年6月頃会社にて対人関係について悩み仕事を辞めるかどうか悩み、2週間程休んでいたが、部署を異動してもらい再び仕事（清掃業）をしていた。

· 些細なことでイライラすると、パチンコで浪費（一日に3万円使うときもある）。

· 平成20年12月にもパチンコで浪費。不安・抑うつ・焦燥感等を訴え仕事にも支障が出ていることから、主治医からの強い勧めもあり、退職。生活保護を受給し、デイケア（週4回）・訪問看護利用（1回/週）を継続していた。

· 平成21年11月24日、近所の女性が家にきて「泥棒しただろ、金を返せ等と言う」トラブルになっていると情報あり、自宅を訪問。大家とも面談し、今後トラブルがあった際には青明舎へ連絡を頂くこととする。

· 翌11月25日、青明舎が訪問したことで、精神障害であることが周囲に知られてしまったと思って、パチンコでお金を使い果たしてしまった、この先どうしたら良いか分からないと話す。

· デイケア週4回→週5回へ変更し、昼食はデイケアで、夕食は青山荘の食事サービスを利用する（11月中）

· 12月6日、デイケアで嫌なことがあった、もう行きたくない、通院先も変えたいと訴えがある。


	問題点
	介入方法
	支援期間

	①金銭管理について
	・自己破産をするまで浪費を重ね、生活が維持できなくなることがあったが、浪費は改善していない。今後も同じ状況が繰り返すことが予想でき、ある程度は本人にも自分で解決してもらうよう、金銭管理を公的機関で行う以外、青明舎では何も援助できないことを伝えていく。
	　　1ヶ月

	②対人関係がうまく築けず、孤立してしまう
	・口論となるようなトラブルはないものの、「あの時のあの発言が気に食わない」などと他者への不満を話し、問題を解決する方法を考える前に、自分がその場からいなくなることを選択してしまう傾向がある。主治医や関係機関と連携しながら、青明舎はいつでも相談を受けられる機関であることを説明していく。


	　　1ヶ月


プラン計画者　氏名：末政　絵美

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室
本人





梶間正子氏（宮城在住）





映子氏

















